
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１１回目 

   令和６年６月１９日(水) １３時１０分 

   講師 株式会社文化財保存活用研究所 山路 しのぶ 氏 

テーマ：「大分の文化財を未来へつなぐ」 

 本年度第１１回目の寄附講座は、平成８年３月に卒業された山路

しのぶ氏による「大分の文化財を未来へつなぐ」という講義となり

ました。ゼミは丸山ゼミに在籍していました。 

先ず、自己紹介していただきました。 

山路様はご主人様が歴史研究専門の会社を設立したが、教員に採

用された為主婦から急遽同社の社長に就任したという異色の経歴持

ちです。 

現在社員４名、パート２名という所帯です。 

業務としては屋外の文化財、特に石造文化財の保存処理です。 

保存処理とは劣化要因を排除する、別名「文化財のお医者さん」

ということになります。 

お医者さんのように、記録→保存処理→処置・手術→モニタリン

グという業務フローとなっています。 

文化財の劣化要因としては気候及び環境・水の媒介・生物・自然

災害・人的被害が挙げられます。 

調査内容としては環境調査・亀裂診断等がある。 

発注元は文化財所有者・文化財史跡整備関連コンサルタント・建



設会社・地公体等です。 

 文化財を護る為に求められる人物とは？ 

１） 柔軟な思考力・横断力・創造力を持っている 

２） 好奇心旺盛 

３） 体力に自信がある 

４） 学芸員の資格を持っていることが望ましい 

５） パソコン等メカに強い 

 文化財とは長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えられてきた

貴重な財産「国民全員の宝」 

平成３１年に文化財保護法の改正が行われ、文化財は活用しながら

保存するとなった。活用例としては、 

１） 修理現場の積極的公開 

２） アニメーションとのコラボレーション 

３） 宿泊施設や飲食店の併設 

４） 祭りやイベントの開催 

５） 技術の伝承・ワークショップの開催 

文化財は地域経済を活性化させる資源と捉え、あって当たり前か

らありがたい存在になっている。 

 文化財資源やそれに関わる事業で得た収入は文化財に還元する仕

組み作りを通じて文化財に関係する人口や移動者の増加を図ってゆ

きたい。 



どこに就職するにせよ、寺や神社の境内を散策してみるも良し、旅

行のルートに文化財スポットを入れるも良し、文化財の由来を調べ

るも良し、自分の好きな時代をターゲットにするも良し、是非何ら

かの興味を持って欲しい。 

起業経験者としてのアドバイスはリラックスして皆に頼ると良いと

のことでした。 

 

以上 

 

 


